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Ⅰ. はじめに 

顎骨は、食べる、話す、笑うなどの口腔機

能を維持し、我々の基本的生活を支えるため

に必須な組織である。一方、顎骨に発症する

疾患はオーラルフレイル、口腔機能低下症、

口腔機能障害などを惹起することがあり、そ

れらは全身疾患の発症にも関与することがあ

る。そのため種々の顎骨疾患の病態や発生機

序を理解し、治療法、予防法の開発などを含

めた総括的研究を推進することが現在の歯科

医学の重要な課題となっている。 

東京歯科大学では、1996 年に文部科学省の私立大学戦略的研究基盤形成事業に採択されたのを

契機に、2012 年まで 3-5 年の研究期間で 8つの研究プロジェクト(hrc-1〜hrc-8)を継続的に実施

し、研究基盤を構築してきた。その後、暫く研究プロジェクトは実施されなかったが、2017 年度に

9つ目の研究プロジェクトとして文部科学省私立大学研究ブランディング事業に「顎骨疾患の集学

的研究拠点形成：包括的な顎口腔機能回復によるサステナブルな健康長寿社会の実現」（顎骨疾患

プロジェクト）という研究課題で応募し、世界展開型（タイプ B）として採択され、2021 年度まで

の 5年間、文部科学省と本学の支援を受けて本事業を実施・終了した。詳細な活動内容は

https://www.tdc.ac.jp/Portals/0/images/college/activity/branding/sokatsu2017-2021-1.pdf 

と 

https://www.tdc.ac.jp/Portals/0/images/college/activity/branding/sokatsu2017-2021-2.pdf

を参照していただきたい。 

本学では全学的な研究プロジェクトを継続的に推進し、研究レベルの向上を図ることを目指して

いるので、2022 年度は「顎骨疾患プロジェクト」を 1年間延長継続した。本稿ではその成果を報告

する。 

 

Ⅱ. 事業実施内容と成果 

１. 事業目的 

今年度は、2017-2021 年度までに行なった「顎骨疾患プロジェクト」の研究を継続するととも

に、次期の全学的な研究プロジェクトの構想を立案することを目的とした。 

２. 実施体制 

1) 事業実施体制 

今年度も学長のリーダーシップの下、全学的に事業を推進する体制とした。具体的な研究活動は

顎骨疾患プロジェクト推進委員会の下で、口腔科学研究センターを中心として多くの研究者が参

加して全学的に推進した。 

2) 研究推進体制 

本事業では「講座の壁を超えた異分野連携・共同研究体制」を構築して研究を推進するために、

2022 年度も「分子・細胞ラボ（リーダー：大野建州）」、「感染制御ラボ（澁川義幸）」、「ファブラ

図１ 顎骨疾患の重要性と本事業の目的
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ボ（菅原圭亮）」、「咀嚼嚥下ラボ（溝口利英）」の 4グループで研究を推進した。2017 年度に 31

名の構成員で本事業を開始したが、2022 年度には全学的・学際的なメンバー構成となり、構成員

は 59名となった。表１に 2022 年度の本事業構成員を示す。 

 

３. 本プロジェクトの活動と成果 

1) 研究活動の活性化支援 

今年度も前年度までと同様に研究活動活性化のために以下の支援を行なった。 

a) 各ラボ（グループ）内の研究活性化支援 
各ラボに 400万円の研究費を配分した。今年度は各ラボ全体の活性化を図るために、グループ

内で研究費の配分を十分に考慮して使用するようにした。 

b) 競争的研究資金支援 

2021 年度に公表した論文の Impact Factor (IF) 合計値の上位 20

名で支援研究費 400万円を按分して配分した。2022 年の受賞

者を表２に示す。2018 年度から始めたこの支援により、本学

でも IF 値に着目して良い研究を推進している研究者が増加し

てきており、本研究支援制度の効果が出てきたと考えられ

る。今までの支援システムだと共著者全員が同じ IF 値を得る

ことになるので、今後は第一著者／責任著者と他の共著者に

与える IF 値に差を付けることも考慮したらどうかとの意見も

あったので、次年度からの検討事項とした。 

c) 英文校正費助成 

IF 2以上の雑誌に投稿する場合には、投稿用原稿の英文校正費

を事業で支援した。今年度は３論文の英文校正を支援した。 

推進委員会委員

リーダー 大野　建州 口腔科学研究センター・講師 澁川　義幸 生理学・教授 菅原　圭亮 口腔病態外科学・准教授 溝口　利英 口腔科学研究センター・准教授

研究 東　俊文 生化学・教授 石原　和幸 微生物学・教授 片倉　朗 口腔病態外科学・教授 阿部　伸一 解剖学・教授

分担者 笠原　正貴 薬理学・教授 齋藤　淳 歯周病学・教授 松永　智 解剖学・准教授 佐藤　正樹 生物学・講師

新谷　誠康 小児歯科学・教授 村松　敬 保存修復学・教授 後藤　多津子 歯科放射線学・教授 安松　啓子 短期大学・教授

髙橋　愼一 市川総合病院皮膚科・教授 木村　麻記 生理学・講師 吉田　秀児 口腔顎顔面外科学・講師 大久保　真衣 摂食嚥下リハビリテーション・准教授

野村　武史 口腔腫瘍外科学・教授 国分　栄仁 微生物学・講師 中島　純子 オーラルメディシン・病院歯科学・講師 菅野　亜紀 短期大学・教授

西井　康 歯科矯正学・教授 菊池　有一郎 微生物学・講師 田坂　彰規 パーシャルデンチャー補綴学・准教授 渡邊　章 口腔顎顔面外科学・准教授

河野　通良 市川総合病院皮膚科・准教授 櫻井　敦朗 小児歯科学・講師 高橋　有希 薬理学・講師 四ツ谷　護 クラウンブリッジ補綴学・講師

恩田　健志 口腔顎顔面外科学・講師 竜　正大 老年歯科補綴学・准教授 笠原　典夫 組織・発生学・講師 佐々木　穂高 口腔インプラント学・准教授

石井　武展 歯科矯正学・准教授 喜田　大智 歯周病学・助教 笠原　正彰 歯科理工学・講師 山本　将仁 解剖学・講師

小野寺　晶子 生化学・講師 黄地　健仁 生理学・助教 佐藤　涼一 衛生学・講師 大平　真理子 パーシャルデンチャー補綴学・助教

中村　貴 生化学・講師 今村　健太郎 歯周病学・講師 小高　研人 歯科放射線学・講師 石川　昂 法歯学・法人類学・准教授

齋藤　暁子 生化学・助教 國分　克寿 病理学・准教授 小谷地　雅秀 口腔病態外科学・助教 西山　明宏 口腔病態外科学・助教

間　奈津子 生化学・講師 佐藤　仁美 歯科放射線学・助教 北村　啓 組織･発生学・講師

青木　栄人 歯周病学・助教 三友　啓介 保存修復学・助教

加藤　宏 口腔顎顔面外科学・助教 ※所属・職名は2022年6月1日現在

分子・細胞ラボ 感染制御ラボ ファボラボ 咀嚼嚥下ラボ

口腔科学研究センター

山口 朗・客員教授（推進委員会委員長）

東俊文センター長

溝口利英・准教授 大野建州・講師

学 長
アドバイザー

片倉副学長

山本副学長

齋藤淳研究科長

表１　2022年度 研究推進体制

講座 氏名

口腔科学研究センター 大野建州

解剖学講座 阿部伸一

口腔科学研究センター 溝口利英

解剖学講座 山本将仁

歯周病学講座 齋藤淳

パーシャルデンチャー補綴学講座講座 田坂彰規

口腔インプラント学講座 佐々木穂高

微生物学講座 石原和幸

歯科矯正学講座 石井武展

薬理学講座 高橋有希

生理学講座 澁川義幸

口腔顎顔面外科学講座 恩田健志

解剖学講座 松永智

保存修復学講座 村松敬

歯周病学講座 今村健太郎

衛生学講座 杉原直樹

生化学講座 中村貴

衛生学講座 佐藤涼一

薬理学講座 伊藤慎一郎

解剖学講座 廣内英智

表2 2022年度競争的資金受賞者
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d) 科学研究費申請支援補助費  

科学研究費助成事業の採択件数増加を目的とした支援。本助成の応募資格は、当該年度科

学研究助成事業に不採択となった研究課題のうち、審査結果のおおよその順位が【Ａ】であり、

基本的に同じ研究内容で当該年度の翌年に科学研究費助成事業に応募する教授以外の研

究者とした。今年度は 4 名が応募し、2 名が 2023 年度の科学研究費に採択された。 

e) その他に若手・次世代研究者育成支援を実施したので、本件に関しては 5ページの 3-4)「若手・

次世代研究者育成支援」に記載した。 

2) プロジェクト全体の研究成果 

研究成果の発表は、「論文発表」と「学会発表」で行われる。参考資料１に 2022 年度に発表し

た論文と学会発表を記載した。 

近年、学術論文は「数」とともに「質」が評価対象となっているため、本事業では英文論文を

対象として、論文の「数」と「質」の向上を目指した。 

表 3 に 2017 年度-2022 年度における英文論文数と IF値の変動をまとめた。総英文誌数は 2017

年度より経年的に増加していたが、2022 年度は 2021 年度より減少していた。しかし、総英文誌

論文における 1論文平均 IF値は 2022 年度まで経年的に増加し、2022 年度は 2021 年度より上昇

していた。IF2 以上及び IF3 以上の論文数も 2017 年度から経年的に増加していたが、2022 年度

は 2021 年度より減少していた。しかし、１論文平均 IF値は 2017-2022 年度まで経時的に経年的

に上昇していた点は高く評価できる。これらの結果は、本学でも IF 値に着目して良い研究を推

進している研究者が増加していることを示唆し、論文の「数」から「質」への変換は順調に進行

したと考えられる。今後、査読体制のしっかりした信頼されている学術誌への投稿が増加し、研

究の「質」がさらに上がることを期待している。 

3) 各研究ラボの研究成果（文中の上付数字は参考資料1a）の論文番号を示す） 

a) 分子・細胞学ラボ成果報告（グループリーダー：大野建州） 

分子・細胞学ラボでは、①疾患特異的 iPS 細胞を使用した骨芽細胞分化における転写因子 Runx2
および核膜構成タンパク質 Lamin A/C と Nesprin 1/3 の機能解析、②骨芽細胞分化・運動の制御

因子 Semaphorin 4D の歯周炎における骨吸収・形成への役割の解明、③上皮由来サイトカイン IL-
33 の歯周炎病態形成への役割解明、④チタンが高い生体親和性を示す理由の解明の 4 テーマを

中心に、分子細胞学的・免疫学的および組織学的手法を用いて研究を実施した。研究成果として、

①では骨芽細胞分化誘導に伴って発現する Runx2 が核膜タンパク質 Lamin A/C と Nesprin1 を発

現させ、核形態と骨芽細胞分化に伴う遺伝子発現制御をコントロールしていることが解明された。

②では歯周炎病態形成過程において破骨細胞由来 sSema4D が骨形成抑制と骨吸収促進という二

重の機能を持つことが発見された 26。③では歯肉組織由来 IL-33 が T 細胞活性を増強し、歯周炎

2017
論文数

(1論文平均IF)

2018
論文数

(1論文平均IF)

2019
論文数

(1論文平均IF)

2020
論文数

(1論文平均IF)

2021
論文数

(1論文平均IF)

2022
論文数

(1論文平均IF)
総英文誌論文 64 (1.60) 58 (2.06) 40 (2.25) 82 (2.03) 131 (3.01) 93 (4.66)
IF 2以上の論文 26 (2.62) 27 (3.23) 16 (3.31) 39 (3.50) 87 (4.20) 53 (5.10)
IF 3以上の論文 8 (4.58) 13 (5.17) 8 (3.94) 23 (4.15) 50 (5.53) 44 (5.60)
IFなしの論文 26 19 7 20 23 33

表3 2017-2022年度における英文論文数と1論文平均IF値の変動

（参考資料 1a) 参照）
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における歯槽骨吸収を増悪させることが明らかにされた 1。④ではチタンが樹状細胞による自然

免疫応答を強く誘導できないため、T細胞主体の獲得免疫応答が増強されないことが、チタンが

高い生体親和性を示す理由のひとつであることが解明された。  

b) 感染制御ラボ（グループリーダー：澁川義幸） 

慢性歯周炎は、壮年期以降の成人において非常に罹患率が高く、その予防が急務である。そこ

で、本研究部門では、細菌学的観点からの歯周炎発症メカニズムの解明を行なってきた 87)。加

えて、硬組織再生技術の開発を視野に入れ、象牙質欠損後の反応象牙質形成機構および象牙芽

細胞再生機構に着目し解析を行ってきた。 

１）Treponema denticola は、歯周炎の病因に重要な役割を果たしている。病原因子である

dentipain42)は、outer sheath において dentilisin により分解され、その分泌に Msp が関わる事

が示唆された。また外膜に輸送され dentilisin によって Ig-like domain と peptidase domain と

の間で切断され、peptidase domain が細胞外に分泌され細胞表層で機能していることが示唆

された。 

２）象牙芽細胞は transient receptor potential channel subfamilies（TRPV1, TRPV2, TRPV4, 
TRPA1）・Piezo1チャネルなど、様々な機械感受性イオンチャネルを発現している 44,52,92)。

象牙芽細胞の Piezo1 活性化の下流シグナルは、TRPV1 と TRPA1チャネル活性を調節する

ことが示され、象牙芽細胞 whole-cell レベルで、機械感受性イオンチャネルの活性化ヒエラ

ルキーが存在することが示唆された。 

３）歯髄炎症反応の本質的メカニズムを解明するため、神経原性炎症に伴う神経圧迫を模した

三叉神経節細胞への機械刺激をおこなった。機械刺激は CGRP放出を活性化し、象牙芽細

胞の Gsタンパク質共役型 CGRP 受容体の活性化に続く、アデニル酸シクラーゼ活性・

cAMP レベル増加を誘発した。CGRP は歯髄神経原性炎症において軸索反射に関連している

ことが示唆された 59)。 
c) ファブラボ（グループリーダー：菅原圭亮） 

【口腔外科学分野・補綴学分野】 

XR技術および CAD/CAM技術を用いた手術支援に関する研究、骨質解析を推進してきた。東

京歯科大学で開発した新規手術法は、従来法よりも高精度な手術を実現した。本法を再建手術

に応用した報告は Quantitative Imaging in Medicine and Surgery に掲載された。各手術での精度

検証まで行うことにより、単なる手法に留まらない手術支援システムを確立した 35, 36, 71)。 

補綴学分野において、口腔内スキャニングの精確さを向上させるため新たなスキャニング法の

有用性を検討した。マーカーを顎堤部に応用することでスキャニングの精確さが向上すること

を示した 69)。また、金属プリンタで積層造形した局部床義歯フレームワークの造形角度の及ぼ

す影響を検討した結果、造形角度の違いによるサポート材の数とプラットフォームに対する造

形体の配置がフレームワークの形状真度、内部欠陥および表面粗さに影響を及ぼすことを明ら

かにした 54, 55, 80, 81)。 

教育への応用では、仮想空間上で臨床解剖を 3次元的に学修するシステムを開発し、教育へ応

用することで習熟度が向上することを検証した。 

【口腔と脳機能】 
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味覚感受性検査と脳機能 MRI を使用し味覚の認知の解明を行った結果、高齢者は塩味を若年

者よりも有意に低く、緩やかに認知していることが明らかになった 61)。現在は脳内のネットワ

ークについて解析を進めている。FabLabグループは、基礎研究および臨床研究の成果を用い、

科学的根拠を持った臨床直結型の研究を実現した。 

d) 咀嚼嚥下ラボ（グループリーダー：溝口利英） 

口腔は、生命維持を司ることに加え、人間らしい豊かな暮らしをもたらす重要な器官であ

る。したがって、未曾有の超高齢化社会を迎えた本邦において、生涯に亘り健康な口腔機能を

維持することは、健康と幸福寿命の延伸に繋がる喫緊の課題である。そこで、咀嚼嚥下ラボで

は、基礎と臨床に所属する専門性の異なるメンバーで研究グループを構築し、咀嚼嚥下機能を

司る口腔組織の発生と機能維持、病態メカニズムの解明を目的とする研究を推進した。今年度

は、①咀嚼嚥下機能を維持する筋腱連関メカニズム 3, 8, 9, 11, 12, 24, 30, 85, 89, 90、②歯根膜幹細胞

の同定とその口腔における硬組織維持機構 49, 53, 66, 70、③脂肪酸における味覚情報伝達機構、

④インプラントの表面処理が及ぼすオッセオインテグレーションに対する効果 13、⑤変形性顎

関節症の発症機序、⑥口腔機能における筋評価法の構築、⑦エナメル質付着水含有成分の分析

による死後の水中浮遊時間推定法の開発 21などの研究成果を得た。2023 年度から新たに開始す

る東京歯科大学研究プロジェクトでは、引き続き、咀嚼嚥下機能の維持と回復を目指した研究

に取り組む。これまで得られた研究成果をさらに融合・発展させることにより、新たな予防法

および治療法の切り口を見出し、健康福祉社会を実現するイノベーションに繋がる基盤研究に

取り組む。 

4) 若手・次世代研究者育成支援 

a) 顎骨疾患プロジェクト研究助成 

応募年度に大学卒業後 15 年以内の東京歯科大学研究者（専任

教員、リサーチレジデント、レジデント、ポストドクタルフェ

ロー）を対象とした助成。選出法は、推進委員会委員が各応募

者の申請書類を基に評価し、その平均値が高い順に受賞者を選

び、各受賞者には年間 50万円の研究助成費を与えた。今年度は

9名が応募し、評価が上位だった 7名を受賞者とした（表 4）。

各受賞者は年度終了前に開催した研究報告会で進捗状況を報

告し、推進委員会委員が適切なアドバイを与える機会を設け

た。また、本助成受賞者は、2023 年 6 月 3 日に開催された第 315 回東京歯科大学学会・例会で

研究成果をポスター発表し、活発な討論が行われた（図２）。 

図２　東歯学会における研究成果発表会

講座名 氏名 職名 研究課題

生理学講座 黄地　健仁 助教 象牙芽細胞のERストレスと細胞運命制御

薬理学講座 伊藤　慎一郎 助教 抜歯窩と大腿骨骨欠損部の治癒過程から探る骨格部位依存的な幹細胞の多様性

歯科理工学講座 笠原　正彰 講師 スーパーエンジニアリングプラスチックPEKKの表面改質への検討

歯科理工学講座 染屋　智子 講師 CAD/CAM製カスタムメイドポストの臨床応用実現への可能性の探求

衛生学講座 佐藤　涼一 講師 モノフルオロリン酸ナトリウム（MFP）歯面塗布による象牙質耐酸性の向上

歯周病学講座 今村　健太郎 講師 喫煙モデルマウスの歯周炎局所におけるPD-1/PD-L1機構と歯槽骨吸収の関連

口腔病態外科学講座 星野　照秀 助教 メタボローム解析を用いたBRONJ発症予測因子の探索

表4 2022年度 顎骨疾患プロジェクト研究助成受賞者



 6 

b) 大学院生研究助成 

リサーチマインドを持った歯科医師を育成する目的で実施した本学大学院生を対象とする助

成。対象者は、本学の大学院歯学研究科に在籍する大学院生とした。応募者は計画内容を記載

した申請書を提出し、推進委員会で選考した。今年度は 26名の応募があり、評価が上位だっ

た 10名を受賞者とし、研究費として 40万円の研究助成を与えた（表 5）。各受賞者は年度終

了前に開催した研究報告会で進捗状況を報告し、推進委員会委員が適切なアドバイスを与える

機会を設けた。多くの大学院生が応募し、大学院生時代から競争的資金を獲得する重要性を学

ばせるのに有意義であった。また、本助成受賞者は、2023 年 6月 3日に開催された第 315 回東

京歯科大学学会・例会で研究成果をポスター発表し、活発な討論が行われた（図 2）。 

c) Travel Award 
外国での学会への Travel Award を設定し、2022 年度は 2名（表 6）に 25万円を支給し、フェニ

ックスで開催されたアメリカ歯周病学会で表 6 に示す演題を発表した。 

d) 学内セミナーなどの共催（参考資料 2参照） 
大学院生に研究の重要性、楽しさを知ってもらうために本事業では大学院歯学研究科と大学院

セミナーを共催した。今年度は 8件の大学院セミナーを共催した。これらには最先端の生命科

学研究の他に本学教員の長期海外出張報告などが含まれていた。また、歯科医学教育セミナー

と共催で、WaShPresso Company代表の小川修功氏に『「聞かされる」から「聞きたい」へ：広

告的講義術』という演題で、学会、講義に有用なプレゼンテーションに関する講演をしていた

だいた。さらに、SD（スタッフ・ディベロップメント）を共催し、福岡市の医師である伊藤瑞

子先生に『「育児の共有」で豊かな社会に〜画期的な我が国の育児休業制度から考える〜』と

いう演題で「育児」における男女共同参画の重要性をご講演していただいた。多くの教員・職

所　属 氏  名 学　年 研究課題

微生物学講座 安藤　雄太郎 3年 骨免疫学による異所性石灰化の病態解明および新規制御法の確立

薬理学講座 徳山　彰秀 3年 新規歯根膜幹細胞におけるマーカー遺伝子の同定

保存修復学講座 五十嵐 章智 2年
歯髄血管再生療法（パルプ・リバスクラリゼーション）の治癒過程におけるType H

血管の局在と硬組織形成への寄与

歯科麻酔学講座 千代　侑香 3年 T細胞が関連する炎症応答におけるTSPO (18kDa Translocator protein)の役割

歯科麻酔学講座 金子 瑠実 3年
神経障害性疼痛におけるMerkel細胞-神経突起複合体の関連：

神経障害性疼痛は末梢性機能変調で生じるだろうか？

口腔病態外科学講座 岩﨑 亮 3年
三叉神経節ニューロン−血管内皮細胞間の機械刺激誘発性CGRP-CALCRL axis

活性化によるcAMP依存性軸索反射

歯周病学講座 久永 理央 3年
Treponema denticola の病原性発現におけるtranscriptional regulator 様遺伝

子の役割の解明

歯科麻酔学講座 権 洗眞 3年
歯根膜固有感覚を支配する三叉神経中脳路核ニューロンの機械感受性－感覚機能変調

連関

歯内療法学講座 古澤　誉彰 4年
Wasabi sulfinyl誘導体 6-MSITCで活性化される象牙芽細胞のCa2+シグナル―

HCO3-輸送共関を介した新規象牙質再生療法薬剤の分子基盤

歯科矯正学講座 山下 悠 2年 骨芽細胞におけるメカニカルストレス応答分子機構の解明

表５

所属 氏  名 職  名 参加学会 発表演題

歯周病学講座 小谷地（中根）咲 レジデント アメリカ歯周病学会
The potential mechanism of CTLA-4-Ig-mediated
osteoclast differentiation

歯周病学講座 村上　侑 レジデント アメリカ歯周病学会
Combined effects of FGF-2+DBBM on periodontal
healing of poorly-contained defects

表6 2022年度Travel Award受賞者
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員が参加し、有意義な SDであった。 

e) 若手サイエンスアカデミーの活動 

若手・中堅研究者の自主的な勉強会として若手サイエンスアカデミーを設置し、以下の活動を行

なった。種々の講座の研究者が参加して実施されており、2022 年 3月末の時点で 49名が参加し

ている（参考資料 3参照）。 

活動内容 

・TDC Journal Club（抄読会）：幅広い研究領域の知識を広げ、世界の研究動向および最新の研究

技術を学び、論文および助成金申請書を作成するための知識向上に繋げることを目的としてい

る。2022 年度に紹介された論文を参考資料 4にまとめた。 

・TDC 1st Author（研究報告会）：会に参加している研究者が既に発表した自分の論文を紹介し、

本学で実施されている研究内容の相互理解を深め、その発展および共同研究の発案に繋げて、

研究活動をさらに活性化することを目的としている。 

・Asia Rising Stars Symposium:今年度は実施できなかったため、2023 年 7月 29日に次期プロジ

ェクトの一環として行う計画を立案した。 

・2019 年度から開催している東京大学医学部口腔顎顔面外科講座と若手サイエンスアカデミー

との合同研究発表会を 3 月 28 日に Zoom 開催し、他大学の講座の研究内容の進め方、進み方

が理解でき、有意義な会であった。 

・若手サイエンスアカデミー奨励賞:今年度は、大学院生受賞者は徳山彰秀先生（薬理学講座）

で、教員受賞者は伊藤慎一郎先生（薬理学講座）であった。 

5) 科学研究費獲得への貢献 

研究を進めるには研究

者自身が文部科学省

（日本学術振興会）か

ら科学研究費を獲得す

ることが必須である。

2013年度から2022年度

までの本学における科

学研究費の採択件数と

配分額を歯学部のみと

大学全体に分けて経時

的にまとめた（図 3）。2013 年度から 2022 まで、採択件数及び配分額が順調に増加した。特に

2019 年度からは本学で初めて歯学部のみで 1億円を超えることができた。2021,2022 年度の配分

額は 2020 年度よりやや減少していたので、今後以下の点に留意する必要がある。 

a) 基盤研究(B)、挑戦的萌芽研究の採択件数を上げるとともに、基盤研究(A)、(S)にチャレン

ジできる研究者を育成すること。 

b) 研究活動スタート支援、若手研究の採択をさらに上げる戦略が必要。 

c) 基盤研究(C)の採択率をさらに採択件数を増加させる戦略が必要。 

d) 日本学術振興会特別研究員(PD, DC1, DC2)などに採択されるような若手研究者を輩出でき
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るような大学院の研究指導体制の構築が必要。 

6) 同窓会との連携構築 

本事業では「ヒューマニズムとリサーチマインドを堅持する歯科医師を育成する大学」をブラン

ド化することを目指しているため、大学と同窓会を中心とした歯科開業医間の情報交換により、

この目的に対応する以下の活動を行なった。 

a) リカレント教育セミナー：2022 年度は 10月 15日に開催された第 314回東京歯科大学学会・

総会において東京歯科大学リカレント教育セミナーを実施した。本セミナーは東京歯科大学

ブランディング事業(顎骨疾患プロジェクト)主催で、東京歯科大学同窓会と東京歯科大学学

会の共催で実施した。今回は『「歯周病」をめぐる基礎と臨床の架け橋〜「顎骨疾患プロジェ

クト」と臨床医との医療情報交換〜』と題して、ハイブリッド形式（対面と Zoom）で開催し、

教職員、大学院生、学部学生、同窓生などの計 243名が参加し、大変有意義なセミナーとな

った。 

セミナーでは基礎系と臨床系から 6 名の演者

が発表した。基礎系では、初めに石原和幸先

生（微生物学講座教授）が「歯周病とマイクロ

バイオーム」と題して口腔内細菌の最新情報

を講演した。次いで塚崎雅之先生（東京大学

医学部免疫学特任助教、東京歯科大学微生

物学講座非常勤講師）が「歯周病と骨免疫

学」について、大野建州講師（口腔科学研究

センター）が「歯周病とサイトカイン」につ

いて講演し、宿主の観点から最新情報を提

供した。臨床系では、まず中川種昭先生（慶

應義塾大学医学部歯科・口腔外科学教室教

授、東京歯科大学歯周病学講座客員教授）が

「基礎疾患を考慮した歯周病治療につい

て」と題して糖尿病を含めた全身疾患を持

たれる患者様の歯周病治療について講演し

た。次いで、二階堂雅彦先生（二階堂歯科医

院院長、東京歯科大学水道橋病院臨床教授）が「歯周組織再生療法の役割」について、齋藤

淳先生（歯周病学講座教授）が「塩基性線維芽細胞増殖因子(FGF-2)製剤を使用した歯周組織

再生療法」について講演した。今回のリカレント教育セミナーには多くの方がご参加くださ

り、多くの質疑応答が行われ、有意義な時間を過ごすことができた。このように大学と同窓

会で特定のテーマでリカレント教育セミナーを行なっている大学は本学以外にはないので、

このスタイルのセミナーをさらに継続し、大学と同窓会が連携してさらに優れた歯科医療の

推進に貢献できることを期待している。 
b) 開業している同窓生による大学院セミナー：本学の大学院生は将来、開業医を目指す方が多

いので、2020 年度からは同窓で開業医としてご活躍なさっている先生方にも大学院セミナー

図４ 2022年度リカレント教育セミナー



 9 

を行なっていただくことにした。しかし、2022 年度は残念ながら開業医の先生のセミナーの

開催がなかったので、今後、このようなセミナーを含めることにより、多くの大学院生の将

来設計に役立つと期待している。 

c) 大学・同窓会の双方向性情報交換：大学が同窓会に歯学の先端的研究動向を提供することは、

同窓会会員が世代を越えて「知識の共通基盤」を学び、その成果を地域医療に貢献するのに

有益であろう。一方、開業医（同窓会会員）から日常臨床の問題点を提供してもらうことに

より、大学での新たな研究シーズが芽生え、それらは研究力強化や大学の研究の多様性に繋

がる可能性がある。そのため、このような大学・同窓会の双方向性情報交換は両者に大きな

メリットがあるので、今後も両者の有益な連携の構築がさらに強固になることを期待する。 

7) 各賞受賞者 

・佐藤涼一 

第71回 日本口腔衛生学会・総会 優秀発表賞 

アパタイトコーティングによる象牙質耐酸性強化法の検討 

岩﨑美友、佐藤涼一、杉原直樹 

・田坂彰規 

令和 4年度 公益社団法人 日本補綴歯科学会・学会論文賞 

Retentive force of telescopic crowns combining fiber-reinforced composite and zirconia. J Prosthodont Res. 
2022;66:265-71 

・笠原正彰 
日本歯科理工学会 第 79 回学術講演会 企業賞受賞 5/21～22（岩手県盛岡市） 

異なる接着性レジンセメントと表面処理が PEKK-根管象牙質間の接着強さに及ぼす影響 

笠原正彰, 染屋智子, 籠浦弘城, 棟方里花, 服部雅之 

8) 社会への情報発信 

a)「歯科学報」に「顎骨疾患プロジェクトからの情報発信」シリーズ掲載 

2018 年度から本シリーズを開始しており、2022 年度は以下の先生方が情報発信を行なった。 

1) 佐藤涼一、澁川義幸、杉原直樹：顎下腺における唾液分泌量サーカディアンリズム機構の解

明、歯科学報 122(1)1-7,2022 

2) 中島純子：顔面エピテーゼ製作における口腔内スキャナ応用の試み、歯科学報 122(2)113-

119,2022 

3) 山口朗：東京歯科大学研究ブランディング事業（顎骨疾患プロジェクト）５年間の研究成果報

告、歯科学報 122(3)277-287,2022 

4) 渡邊章、柴野正康、加藤宏、高野正行：口唇裂・口蓋裂の原因遺伝子の追究、歯科学報 122(4)399-

403,2023 

b)「東京歯科大学同窓会会報」に「東京歯科大学研究ブランディング事業からの情報発信」シリー

ズ掲載 

2018 年度から本シリーズを開始しており、2022 年度は以下の先生方が情報発信を行なった。 

1) 山口 朗：「東京歯科大学研究ブランディング事業」5年間の成果報告、東京歯科大学同窓会会

報 428:6-8,2022 

2) 田坂 彰規：デジタル技術のパーシャルデンチャーへの応用、東京歯科大学同窓会会報 429:8-
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11,2022 

3) 松永 智：歯槽骨の健康を守るために歯科医師が意識しはじめた「骨質」の実際とは？－歯工

連携研究によって解明されていく顎骨の新常識－、東京歯科大学同窓会会報 430:6-11,2022 

4) 佐藤涼一：唾液分泌量サーカディアンリズム機構の解明:顎下腺時計遺伝子による唾液の制御、

東京歯科大学同窓会会報 431:15-17,2022 

c) 新聞等掲載 

安松啓子 

・時事通信 2023.03.12 掲載【岡山大学】食塩に含まれる塩化物イオンは、甘味受容体に作用し

甘味を引き起こす ～薄い塩水はほんのり甘い～ 

・科学新聞 2023.03.17 掲載 「薄い塩水は甘い」不思議 岡山大など解明 塩化物イオンが甘味

受容体に作用 

・National geographic 2023.03.23 掲載 食塩に実は隠れた甘さ、塩化物イオンによる味覚を発見 

佐藤涼一 

・東京歯科大学「新う蝕予防法公表 従来の APF法と比較」 

日本歯科新聞, 第 2237号（6）(2023.02.14), 2023 

・東歯大とイエテボリ大「う蝕予防効果が高まる歯磨き方法を共同開発」 

日本歯科新聞, 第 2238号（5）(2023.02.21), 2023 

・専門家に聞きました【第 12 回】食品やサプリメントで歯が溶ける？酸蝕症をご存じですか？ 

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 FNet専門家コラム, 2023 

 

Ⅲ 事業収支決算 

今年度も大学の支援により、以下の予算でプロジェクトを推進した（表 7）。 

1) 顎骨疾患プロジェクト研究助

成（50万円× 7名） 
9名が応募し、評価順位上位 7
名の研究者を助成した（表

４）。 
2) 顎骨疾患プロジェクト大学院

生研究助成（40万円× 10名） 
26名が応募し、今年度は 9名
を採択する予定であったが、

評価結果の 9位が同点で 2名
いたため 10 名の研究者を助

成した（表５）。 
3) 顎骨疾患プロジェクトトラベ

ルアワード（20万円×4名） 
今年度は前期（1~9 月）と後

期（10~3月）までの２期に分

けて応募した。その結果、前期に 2 名の応募があり、後期は公募者がいなかたために、2 名

顎骨疾患プロジェクト共通経費 予算 執行額

　顎骨疾患プロジェクト研究助成（50万×7名） 3,500,000 3,465,026

　顎骨疾患プロジェクト大学院生研究助成（40万× 9名） 3,600,000 3,572,279

　顎骨疾患プロジェクトトラベルアワード（20万×4名） 800,000 500,000

　顎骨疾患プロジェクト英文校正費助成 500,000 253,125

　顎骨疾患プロジェクト報告書作成費（教：印刷製本費）　 200,000 424,600

　顎骨疾患プロジェクト外部評価委員会室料他（教：賃借料） 200,000 0

　謝金、交通費等（国際シンポジウム、アジアシンポジウム含む） 4,000,000 1,229,824

　科学研究費申請支援補助費 2,000,000 1,614,281

　若手サイエンスアカデミー研究奨励賞 200,000 194,600

　Highly cited paper awardの盾費用 30,000 41,030

　予備費 470,000 470,720

小計 15,500,000 11,765,485

分子・細胞生物学ラボ研究費 4,000,000 3,498,575

感染制御ラボ研究費 4,000,000 3,999,818

ファブラボ研究費 4,000,000 3,988,059

咀嚼嚥下ラボ研究費 4,000,000 3,835,259

IF値による競争的資金 4,000,000 3,847,793

小計 20,000,000 19,169,504

合計 35,500,000 30,934,989

表7　2022年度予算執行状況
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の応募者を助成した（表６）。また、航空運賃が値上がりしているので、今年度は 1人 25万
円の補助を行った。 

4) 顎骨疾患プロジェクト英文校正費(50万円) 
今年度は 3件の応募があったが、さらに本助成の活用が期待される。 

5) 顎骨疾患プロジェクト外部報告書作成費（20万円） 
2017-2021 年に継続して実施した顎骨疾患プロジェクト報告書を作成した。200冊を製本

し、歯学部関係者などに配布した。 
6) 顎骨疾患プロジェクト評価委員会室料他（20万円） 
今年度は COVID-19 の影響などにより外部評価委員会を開催することができなかったので

執行しなかった。 
7) 謝金、交通費等（国際シンポジウム、アジアシンポジウム含む）（400万円） 

今年度は COVID-19 の影響で国際シンポジウム、アジアシンポジウムを対面で実施できな

かったので、本予算は主に大学院セミナーなどの謝金、旅費に使用した。 
8)科学研究費申請支援補助費（200万円） 

今年度から、教授及び昨年度の本補助金採択者は申請できないこととした。補助額は基盤研

究(B):50万円以下、基盤研究(C):40万円以下、若手研究：30万円以下とした。今年度は 4

名が応募した（基盤研究(C):3名、若手研究:1名）。その内、2名が 2023 年度の科学研究費

に採択された（基盤研究(C):1名、若手研究:1名）。 

9) 若手サイエンスアカデミー研究奨励賞（2名、20万円） 
   大学院生 1名、教員 1名を若手サイエンスアカデミーのコアメンバーで選出した。 
10) Highly cited paper award の盾費用 

2021 年度に、2017-2021 年の 5年間で発表された全ての英文論文の FWCI を調べ、最高値の

研究者に与える Highly Cited Paper Award を設定した。2021 年度に原著論文、総説、症例

報告の 3つのカテゴリー別に各 1名選出したので、今年度の予算で各受賞者に学長から盾を

授与した。 

11) 4つの研究ラボ（グループ）への基盤研究費配分（400 万円×４） 

各グループ内にはいくつかの研究内容があるので、年度初めにリーダーがグループ内で研究

費の配分・使用方法などを検討してから使用した。 

12) IF 値による競争的資金（400万円） 

2021 年度に発表した論文の Impact Factor(IF)合計値の上位 20名を対象とし、IF合計値で

400万円を按分した金額を配分した（表 2）。 
 

Ⅳ. おわりに 

2017—2021年度の5年間実施した「顎骨疾患プロジェクト」と今年度の研究により、東京歯科大学

の研究ブランド力を強化し、「最先端の教育と医療をもって社会に貢献する」という本学の「将来

ビジョン」を具現化することに多少なりとも貢献できた。 

近年、研究活動の評価はいくつかの数値化された指標で評価される時代となってきた。本プロジ

ェクトの推進により、より多くの研究者がこれらの指標に注視して研究活動を推進するようになっ

てきたことは、本学の研究活動のさらなる活性化が期待できる。今後は、口腔科学にとどまらず広

く生命科学、生命医科学、生命医科工学、社会医学などの分野にも貢献できるイノベーションシー
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ズの探索に傾注することが重要である。その結果、それらを社会実装へと発展させ、健康・医療の

発展に貢献できることが可能となるであろう。そのためには、論文の数値的評価に惑わされずに、

自由で楽しく、新しい発見の喜びを味わえる研究体制を強化して、研究活動を推進することによ

り、二番煎じでない「新たな発見」を目指す心意気のある若手研究者を育成することが重要であ

る。 

2023年4月からは、溝口利英教授（推進委員会委員長、組織再生ラボリーダー）、澁川義幸教授

（常態―病態機能解析ラボリーダー）、菅原圭亮准教授（生体医工学ラボリーダー）、大野建州講

師（生体防御ラボリーダー）の4名のリーダーシップにより新たな東京歯科大学研究プロジェクト

「各ライフステージにおける⼝腔顎顔⾯機能維持・改善で⽬指すウェルビーイング社会の実現」が３年
計画で開始している。このプロジェクトにより、東京⻭科⼤学の研究体制がさらに充実し、優れた研究
成果を創成して社会貢献できることを期待している。 
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代：歯科におけるくすりの使い方 2023-2026、デンタルダイヤモンド社、東京、2022 

16. 新谷誠康（分担執筆）、白川哲夫、福本敏、岩本勉、森川和政：小児歯科学 第 6版、医歯薬出版、

東京、2023 
17. 新谷誠康（編集主幹）、木本茂成、黒木淳子、齊藤一誠、齊藤正人、島村和弘、星野倫範：小児歯科

学クリニカルテキスト 第 3版、永末書店、京都、2023 
18. 新谷誠康（編集主幹）、木本茂成、黒木淳子、齊藤一誠、齊藤正人、島村和弘、星野倫範：小児歯科

学ベーシックテキスト 第 3版、永末書店、京都、2023 
19. 澁川義幸：生理学実習書 第 3版、岩田幸一・井上富雄・舩橋誠・加藤隆史・重村憲徳・篠田雅

路・小野堅太郎編、医歯薬出版、2022、ISBN978-4-263-45869-3 
20. 中島純子 （分担執筆）：治せる？治せない？ 摂食嚥下障害への視点と対応 Ⅱ-16 口腔癌術後で
食べにくい． 医歯薬出版、東京、2022 

21. 西井康、新井一仁、小野卓史、須田正人、他（分担執筆）：歯科矯正学エッセンシャルテキスト、永
末書店、京都、2023 

22. 沼部幸博、齋藤淳、梅田誠、山本松男、岩田隆紀（編著）：「歯周基本治療とは」「歯周組織再生療

法」、ザ・ペリオドントロジー第 4版 永末書店、京都、2023 pp 104-107、 156-165、 2023. 
23. 野村武史、樺沢勇司、菅野亜紀、他（分担執筆）：歯科衛生学シリーズ 臨床検査．113-128、医歯
薬出版、東京、2023 

24. 松永智、阿部伸一、他（分担執筆）：Crosslink言語聴覚療法学テキスト『発声発語・摂食嚥下の解
剖・生理学』 第 1 章 発声発語と摂食嚥下に関わる器官 3. 鼻腔・咽頭 4.喉頭 5. 食道、メジカ
ルレビュー社、東京、2022 

25. 松久保隆、 佐藤涼一、 竹之内茜、 大谷悦世：パッと見ておぼえられるまとめテーブル 2023：歯
科医師・歯科衛生士国試対策ブック 衛生・公衆衛生・口腔衛生・社会福祉・関係法規、 一世出
版、 東京、 2022（共著） 

26. 松久保隆、 八重垣健、 前野正夫、 那須郁夫、 小松﨑明、 杉原直樹、 福田雅臣、 川戸貴行、 
齋藤淳、 石塚洋一、 佐藤涼一、 都築民幸、 佐藤勉、 今井敏夫、 本橋正史 （分担執筆）：口腔
衛生学 2022、 一世出版、 東京、 2022 

27. 溝口利英（分担執筆）：骨髄間葉系細胞から骨芽細胞への分化、日本臨牀増刊 最新の骨粗鬆症学
（第 2版）－骨粗鬆症の最新知見－、 日本臨牀社、 東京、 2023 

 
g) 解説論文及び報告書等 
1. 石川昂, 橋本正次, 坂英樹, 岩脇淳志：法歯学のはなし 4「法歯学の基本知識② 歯科的検査」日本

歯科評論 No.954 VOL.82(4), 2022. 
2. 黄地健仁・澁川義幸：優しく寄り添いたいお口の痛み(7) 歯が原因ではない痛み?：非歯原性歯痛．
デンタルハイジーン．42巻 12号（2022.11）医歯薬出版 

3. 笠原正貴：歯科学報 Q＆A ロキソニン等の酸性非ステロイド性抗炎症薬を処方する際、胃腸障害を
予防するための注意点や対処法を教えてください. 歯科学報, 122:105-107, 2022 

4. 國分克寿, 松坂賢一：エナメル上皮腫の分子病理学. 歯科学報, 122:121-123, 2022. 
5. 齋藤淳：歯周病の発症と進行，リスクファクター 連載 本当は怖い「歯周病」 第 4回、健康と

生活，東京金属事業健康保険組合，東京， 2022年 3月号 pp12-13. 
6. 齋藤淳：レポート. 歯科医療での薬剤耐性（AMR）のリスク. アポロニア 21 341:118-123，2022． 
7. 坂英樹, 橋本正次, 石川昂, 岩脇淳志：法歯学のはなし 8「事件,事故および災害における法歯学の実
際④ スマトラ沖大地震後の現場作業・歯科所見からの個人識別法」日本歯科評論 No.958 
VOL.82(8), 2022. 

8. 坂英樹, 橋本正次, 石川昂, 岩脇淳志：法歯学のはなし 9「戦没者遺骨収集事業① 遺骨収集の現状

と人種鑑別」日本歯科評論 No.959 VOL.82(9), 2022. 
9. 櫻井敦朗：チェアサイド Q&A 小児歯科に関する疑問 小児の年齢に応じた歯磨剤のフッ化物濃度

を正しく知りたいです．歯科衛生士，46(11): 19, 2022. 
10. 澁川義幸：一度知覚過敏になってしまったら、治ることはないのですか? 読者が本当に聞きたいこ

と、全部答えます。歯科衛生士、46（11）：62、2022 
11. 西山明宏：治療法の整理とアップデートのために 専門家による私の治療 下歯槽神経麻痺、日本

医事新報社、5116、49、2022年 5月 
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12. 橋本正次, 石川昂, 坂英樹, 岩脇淳志：法歯学のはなし 5「事件,事故および災害における法歯学の実
際① 日航機墜落事故犠牲者の身元確認作業から得た教訓」日本歯科評論 No.955 VOL.82(5), 2022. 

13. 橋本正次, 石川昂, 坂英樹, 岩脇淳志：法歯学のはなし 6「事件,事故および災害における法歯学の実

際② 個人識別作業と日本文化」日本歯科評論 No.956 VOL.82(6), 2022. 
14. 橋本正次, 坂英樹, 石川昂, 岩脇淳志：法歯学のはなし 7「事件,事故および災害における法歯学の実
際③ 写真画像やコンピューターの個人識別作業への応用」日本歯科評論 No.957 VOL.82(7), 2022. 

15. 橋本正次, 坂英樹, 石川昂, 岩脇淳志：法歯学のはなし 10「戦没者遺骨収集事業② パラオ,サイパ
ン,トラック諸島での遺骨収集」日本歯科評論 No.960 VOL.82(10), 2022. 

16. 橋本正次, 坂英樹, 石川昂, 岩脇淳志：法歯学のはなし 11「虐待事案における歯科の関わり」日本歯
科評論 No.961 VOL.82(11), 2022 

17. 橋本正次, 坂英樹, 石川昂, 岩脇淳志：法歯学のはなし 12「法歯学の今後の展望および臨床歯科医と
の関わりについて（完）」日本歯科評論 No.962 VOL.82(12), 2022. 

18. 水口俊介、渡邉裕、秋野憲一、伊藤加代子、糸田昌隆、岩崎正則、岩佐康行、内ケ島伸也、小原由
紀、菊谷武、久保山裕子、小玉剛、菅野亜紀、竹内研時、田中志子、恒石美登里、中川量晴、平野
浩彦、水谷慎介、本川佳子、吉田光由、渡部芳彦：令和 4（2022）年度老人保健健康増進等事業 

介護保険施設における歯科専門職による口腔管理に関する調査研究事業報告書，2023 
 
h) 招待講演・シンポジウム 

国際学会 

1. Koyachi M, Sugahara K, Katakura A.: Innovation of medical digital transformation in oral and maxillofacial 
surgery-CAD/CAM, extended reality, Medical Metaverse-. 72nd Kongress & Praxisführungsseminar der Deutschen 
Gesellschaft für mund-, Kiefer- und Gesichtschirugie.  Japanisch – Deutsches Symposium, 29 June – 2 July 2022, 
Dresden – Germany 

2. Katakura A: Symposium "Early detection of oral cancer: Screening as a system unique to Japan " IAOO2022 8th 
World Congress of the International Academy of Oral Oncology 23-26 June 2022 Chicago, USA 

3. Watanabe A: Approach to future of orthognathic surgery in Tokyo Dental College. 15th Asian Congress of Oral and 
Maxillofacial Surgery 26-27th May 2022, Seoul, Korea, 15th ACOMS, :91, 2022 

4. Yamashita A, Atsumi N*, Yasumatsu K*, Takashina Y, Ito C, Yasui N, Margolskee RF.: Chloride ion-binding to the 
extracellular ligand-binding domain of sweet/umami taste receptors evoke taste sensation. The 19th International 
symposium on molecular and neural mechanisms of taste and olfactory perception, 2023 年 3 月 18, 19 日, 岡山大

学 
5. Yasumatsu K.: Neural and behavioral analysis of fatty acid receptors expressed in mouse posterior tongue. The 19th 

International symposium on molecular and neural mechanisms of taste and olfactory perception, 2023 年 3 月 18, 
19 日, 岡山大学 
 
国内学会 

1. 石原和幸：歯周炎とマイクロバイオーム リカレント教育セミナー「歯周病」をめぐる基礎と臨床の架け

橋－「顎骨プロジェクト」と臨床医との医療情報交換－、第 314 回東京歯科大学学会・総会 2022.10.15-
16 東京 

2. 大久保真衣：The 嚥下エコー 超音波診断装置を用いて舌機能を解析する、第 28 回日本摂食・嚥下リハ

ビリテーション学会学術大会、2022 年 9 月 23 日、千葉市 
3. 片倉朗, 小山 侑, 橋本菜央, 菅原圭亮, 大野啓介, 森川貴迪, 野村武史, 高野正行：シンポジウム「口腔

粘膜蛍光観察機器を補助とした舌癌の切除マージンの設定」第 46 回日本頭頸部癌学会 2022 年 6 月 17
日～18 日 奈良県コンベンションセンター 

4. 片倉朗：シンポジウム「Oral Cavity・Head and Neck・Prostate・Others」第 60 回日本癌治療学会学術集会 

2022 年 10 月 20 日～22 日 神戸国際会議場 
5. 片倉朗：「口腔ケア医療安全管理委員会講演」第 19 回日本口腔ケア学会総会・学術大会 口腔ケア！次

の扉を開けよう！-Next generation Oral Care! Open the next door!- 2022 年 4 月 23 日･24 日 
6. 片倉朗：シンポジウム「アカデミアとの連携により進化（深化）する頭頸部癌の診断と治療」第 46 回日

本頭頸部癌学会 2022 年 6 月 18 日 
7. 片倉朗：シンポジウム「口腔機能低下症を的確に評価してフレイルと低栄養を予防する」 第 76 回 日

本口腔科学会学術集会 2022 年 4 月 21 日〜23 日 福岡国際会議場 
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8. 片倉朗：理事長講演/理事長挨拶「口腔科学会のさらなる発展のために、いま行うこと」第 65 回 NPO
法人 日本口腔科学会 中部地方部会学術集会および学術研修会 2022 年 10 月 2 日〜10 月 31 日 Web
開催（オンデマンド配信） 

9. 河野通良：PPP と口腔内マイクロバイオームとの病態における関連性. 第 74 回日本皮膚科学会西部支部

学術大会，久留米市, 2022,10,23. 
10. 河野通良：PPP患者の口腔内マイクロバイオーム. 第 86 回日本皮膚科学会東京支部学術大会, 東京, 

2022,11,19. 
11. 小谷地雅秀：成功体験の繰り返しが若手口腔外科医のモチベーションをあげる、第 67 回 日本口腔外科

学会総会・学術大会, 2022 年 11 月 4～6 日, 幕張メッセ, 抄録集 38ページ 
12. 齋藤淳：塩基性線維芽細胞増殖因子（FGF-2）製剤を使用した歯周組織再生療法，東京歯科大学リカレ

ント教育セミナー「歯周病」をめぐる基礎と臨床の架け橋 ～「顎骨疾患プロジェクト」と臨床医の医療

情報交換～ 7，第 314 回東京歯科大学学会総会，2022 年 10 月 15 日，東京都千代田区，歯科学報 
122:50, 2023. 

13. 齋藤淳：歯周組織再生療法の最前線 シンポジウム 1（歯周）歯周病学の不易流行，日本歯科保存学会

2022 年度春季学術大会（第 156 回），2022 年 6 月 16 日～29 日，Web 開催，日本歯科保存学会 2022 年度

春季学術大会（第 156 回）プログラムおよび講演抄録集，p.x, 10. 
14. 澁川義幸：「舌」の運動−感覚機能の特殊性、第 10 回 日本病巣疾患研究会 総会・学術大会、令和 4 年 9

月 11 日（東京都） 
15. 澁川義幸：高齢者の臨床口腔生理から老年医歯科学を理解する、令和４年度 埼玉県歯科医学大会、特

別講演Ⅰ、令和 5 年 3 月 5 日（深谷市） 
16. 澁川義幸：象牙質刺激による感覚情報－象牙質形成機能連関の細胞分子制御 −象牙芽細胞は象牙質形成

細胞であると同時に感覚受容細胞である、第 68 回 旭川歯科医師会学術大会、特別講演Ⅲ、令和 4 年

10 月 2 日（旭川市） 
17. 澁川義幸：老年医歯科学を理解する高齢者の臨床口腔生理、第 75 回北海道歯科学術大会 特別講演 抄

録集、p. 10、令和 4 年 8 月 21 日（札幌市） 
18. 新谷誠康：子どもの歯のみかた－行動変容から歯内療法まで－、大阪大学歯学部同窓会臨床談話会、

2022 年 7 月 24 日、吹田（大阪） 
19. 新谷誠康：歯科衛生士が知っておくべき歯の発育とその異常、東京都立心身障害者口腔保健センター 

第 2 回歯科衛生士研修会、2022 年 8 月 28 日、新宿区（東京） 
20. 新谷誠康：乳歯・幼若永久歯の歯内療法、江戸川区歯科医師会学術講演会、2022 年 7 月 15 日、江戸川

区（東京） 
21. 新谷誠康：乳歯の歯内療法、市川浦安歯科医師金曜会講演会、2022 年 12 月 17 日、市川（千葉） 
22. 髙橋有希：「典型的な症状を持たない低ホスファターゼ症を早期診断する意義について」、第 26 回日本病

院総合診療医学会学術総会、スポンサードシンポジウㇺ、2023.2.19 
23. 田坂彰規：CAD/CAM 技術を応用したパーシャルデンチャーの試み、第 131 回日本補綴歯科学会学術大

会・イブニングセッション 5、2022 年 7 月 16 日，グランキューブ大阪 
24. 田坂彰規：デジタル技術で製作したダブルクラウンによるオーラルリハビリテーション、第 22 回日本外

傷歯学会総会・学術大会・シンポジウム 6、2022 年 7 月 16 日～2022 年 8 月 15 日，横浜（Web 開催） 
25. 西井康：Ⅱ級外科症例の安定性について 短期、長期リテンションと不安定要因、第 65 回中･四国矯正

歯科学会大会、2022 年 7 月 3 日、広島県民文化センターふくやま 
26. 西井康：MTM とアンカースクリュー、東京松風クラブ講演会、2022 年 4 月 20 日、㈱松風 東京支社 8F 
27. 西井康：アンカースクリューの安全な運用、第 10 回夏の口唇裂·口蓋裂矯正治療勉強会 特別講演 1、

2022 年 8 月 25 日、一橋講堂 
28. 西井康：安心・安全な歯科矯正用アンカースクリューの使用 植立、診断、フォースシステムにおける

理解とリスクマネージメント、第 81 回日本矯正歯科学会、2022 年 10 月 6 日、大阪国際会議場 
29. 西井康：外科的矯正治療から見えてきたもの、大阪大学大学院歯学研究科 大学院特別講義、大阪大学

歯学部大講義室、2022 年 10 月 25 日 
30. 西井康：外科的矯正治療から見えてきたもの、第 81 回東京矯正歯科学会学術大会、2022 年 7 月 6 日、

有楽町朝日ホール 
31. 西井康：外科的矯正治療から見えてきたもの、令和 4 年度北海道矯正歯科学会秋期研修会、2022 年 11

月 25 日、北海道歯科医師会館 
32. 西井康：外骨格性上顎前突症の外科的矯正治療について臨床から研究へ、第 29 回 JACIDS特別講演、

2022 年 5 月 19 日、オンライン 
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33. 西井康：骨格性Ⅱ級症例に対する治療戦略 日本人Ⅱ級外科症例の特徴と術後安定性のための方略、第

32 回日本顎変形症学会シンポジウム、2022 年 6 月 10 日、朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 
34. 西山明宏：データで見る医原性下歯槽神経・舌神経損傷の実態、神経障害性疼痛関連歯科学会疼痛シン

ポジウム、2023 年 3 月 12 日、オンライン 
35. 溝口利英：The origin of hard tissue-forming cells: history of research and recent findings、公益法人ときわ会 

先端医学研究センター (RIIM) 5 周年シンポジウム、2022 年 6 月 5 日、いわき市 （公益財団法人ときわ

会 常磐病院） 
36. 溝口利英：硬組織形成を司る幹細胞の in vivo 解析、第 64 回歯科基礎医学会学術大会 メインシンポジウ

ム、2022 年 9 月 17 日、徳島 （徳島大学） 
37. 溝口利英：硬組織形成細胞の供給システム、第 7 回日本骨免疫学会ウインタースクール BONE シンポジ

ウム、2023 年 1 月 31 日 飯山市（斑尾高原ホテル） 
38. 溝口利英：骨と歯を調節する間葉系細胞のお話、九州臨床再生歯科研究会、2022 年 5 月 11 日、（Web 開
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部構造製作時におけるキャリブレーションの提案, 日本口腔インプラント学会 第 42 回東北・北海道支

部学術大会 弘前 2022 年 11 月 12 日-13 日. 
229. 府馬亮介, 大久保真衣, 三浦慶奈, 杉山哲也, 石田瞭：超音波診断装置を用いた神経筋電気刺激による顎

二腹筋前腹の形状および硬さの評価,第 33 回日本老年歯科医学会総会・学術大会, 2022 年 6 月 11～12 日,
新潟市 

230. 古川紗都，田坂彰規，森亮太，平林剛，伊東紘世，和達重郎，山下秀一郎：CAD/CAM技術を応用した

レジン床局部床義歯の製作ワークフローに関する新提案、日本補綴歯科学会東京支部総会・第 26 回学術

大会、2022 年 12 月 18 日、東京都 
231. 古澤誉彰、木村麻記、黄地健仁、中島克真、杉田誠、奥西勲、澁川義幸、古澤成博、加藤朋恵：Wasabi 

sulfinyl誘導体ヘキサラファンはヒト象牙芽細胞の石灰化を誘導する．第 64 回歯科基礎医学会学術大

会，2022 年 9 月 17 日－19 日，徳島市．Journal of Oral Bioscience Supplement, 193, 2022 
232. 古澤誉彰、木村麻記、黄地健仁、中島克真、倉島竜哉、奥西勲、加藤朋恵、杉田誠、澁川義幸、古澤成

博：Wasabi sulfinyl誘導体「ヘキサラファン」によるヒト象牙芽細胞の石灰化促進．特定非営利活動法人 
日本歯科保存学会 2022 年度秋季学術大会（第 157 回）、第 24 回日韓歯科保存学会学術大会、2022 年 11
月 10 日、11 日、岡山コンベンションセンター．特定非営利活動法人 日本歯科保存学会 2022 年度秋季

学術大会（第 157 回）、第 24 回日韓歯科保存学会学術大会 プログラムおよび講演抄録集 P 135 
233. 星野照秀,吉田秀児, 栗原智尋, 立澤孝太郎, 小谷地雅秀, 菅原圭亮, 小高研人, 片倉朗：顎矯正関連手術

後に迷入した軟組織内異物を CAD/CAM技術を応用して除去した経験.第 32 回日本顎変形症学会 総

会・学術大会 2022 年 6 月 9 日〜10 日 新潟市 ハイブリット開催 
234. 堀綾夏、堀部耕広、太田緑、清水崇雪、竜正大、上田貴之：口腔機能低下症患者に対する 3か月間の口

腔機能管理の効果．令和 4 年度日本補綴歯科学会東京支部学術大会 2023 年 12 月 18 日，千代田区 
235. 堀綾夏、堀部耕広、竜正大、上田貴之：口腔機能低下症患者に対する 1.5ヶ月の口腔機能管理の成果．

日本老年歯科医学会第 33 回学術大会 2022 年 6 月 12 日，新潟市 
236. 堀内彬代、野村真弓、竹内史江、茂木悦子、宮崎晴代、高松ユミ、平井基之、西井康、 高根宏：8020

達成者と 4 歯以上欠損を有する有床義歯患者の咬合力の比較検討、第 81 回日本矯正歯科学会、

2022.10.5-7 
237. 堀部耕広、堀綾夏、柳澤光一郎、竜正大、上田貴之：口腔機能低下患者に対する半年間の口腔機能管理

の実施効果．日本老年歯科医学会第 33 回学術大会 2022 年 6 月 12 日，新潟市 
238. 増山絢子，五十嵐章智，駒田朋昭，三友啓介，村松敬：歯髄血管再生療法の治癒過程での神経組織の局

在、第 314 回東京歯科大学学会、令和 4 年 10 月 15,16 日、東京 
239. 松永智、野口拓、森田純晴、小川雄大、阿部伸一：歯科インプラント手術のための顎舌骨筋の構造解析

および位置分類、第 52 回日本口腔インプラント学会，2022 年 09 月 23〜25 日、愛知県名古屋市 
240. 松永智、野口拓、森田純晴、廣内英智、小川雄大、北村啓、笠原典夫、山本仁、阿部伸一：口腔隔膜と

して機能する顎舌骨筋の構造解析および位置分類、第 128 回日本解剖学会総会・学術大会，2023 年 3 月

20 日，仙台． 
241. 松本祐介、大村雄介、岡村将宏、鈴木大貴、野村武史：Cadaver を用いた骨粗鬆症患者の下顎骨、大腿骨

の骨強度解析、第 24 回日本骨粗鬆症学会、2022 年 9 月 2 日～9 月 4 日、大阪国際会議場 
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242. 松本祐介、大村雄介、岡村将宏、鈴木大貴、野村武史：Cadaver を用いた骨粗鬆症患者の下顎骨と大腿骨

の骨強度解析、第 76 回 NPO 法人日本口腔科学会、2022 年 4 月 21 日～23 日、福岡国際会議場・オンデ

マンド 
243. 松元秀樹、和田大岳、後藤多津子：アルツハイマー病患者の口腔機能について、第 313 回東京歯科大学

学会・例会、2022.6.4、東京都 
244. 三浦優奈, 石川昂, 中村安孝, 橋本正次：セメント質単独での DNA プロファイリング法の検討、第 91 回

日本法医学会学術関東地方集会, 2022, 千葉県 
245. 溝口利英：象牙芽細胞の細胞死は未分化前駆細胞の象牙芽細胞分化と石灰化を誘導する、第 74 回日本細

胞生物学会 2022 年 6 月 28-30 日 東京都(タワーホール船堀) 
246. 三邉正樹、秦加純、明由理亜、秋山友理恵、坂部茉奈、鶴見惇、齋藤寛一、酒井克彦、高橋愼一、松浦

信幸、河野通良、野村武史：口腔内科疾患 30例における乳酸菌 EF-2001サプリメントの質問票調査、第

35 回日本口腔診断学会・第 32 回日本口腔内科学会・第 33 回日本臨床口腔病理学会 3 学会合同学術大

会、2022 年 9 月 23 日～24 日、札幌市教育文化会館 
247. 宮田直樹，村上侑，松上大亮，吉田航，備前島崇浩，勢島典，齋藤淳：塩基性線維芽細胞増殖因子

（FGF-2）と炭酸アパタイト（CO3Ap）の併用が骨芽細胞分化に及ぼす影響，第 65 回秋季日本歯周病学

会学術大会，2022 年月 9 月 2 日，仙台市青葉区，日歯周誌 64（秋季特別号）：35, 123, 2022. 
248. 村上侑，松上大亮，今村健太郎，勢島典，齋藤淳：FGF-2 と DBBM の併用が poorly-contained型歯周組

織欠損の治癒に及ぼす影響，日本歯科保存学会 2022 年度秋季学術大会（第 157 回），2022 年 11 月 10 日, 
11 日，岡山市（＋Web 開催），日本歯科保存学会 2022 年度秋季学術大会（第 157 回）プログラムおよび

講演抄録集，51, 180. 
249. 茂木将、平野友基、鈴木航、浅見洋佑、飯島典子、小田由香里、佐々木穂高、関根秀志：日本人におけ

る 6mm インプラントの有効性、第 42 回日本口腔インプラント学会関東・甲信越支部学術大会 2023
年 2 月 18 日，19 日，松本市 

250. 森瑞貴、立木千恵、太田健太郎、大澤雄一郎、都丸宏実、飯島由貴、野嶋邦彦、山本雅絵、高木多加

志、片倉朗、西井康：東京歯科大学千葉歯科医療センターにおける歯科矯正用アンカースクリューに関

する臨床統計調査、第 81 回日本矯正歯科学会、2022.10.5-7 
251. 森川貴迪、柴原孝彦、高野正行、野村武史、片倉朗：地域と本学で連携した口腔がん検診の成果、第 76

回 NPO 法人日本口腔科学会、2022 年 4 月 21 日～23 日、福岡国際会議場・オンデマンド 
252. 森川貴迪、新行内恵、岩本昌士、大野啓介、柴原孝彦、三邉正樹、野村武史、松浦信幸、片倉朗、高野

正行：白板症における蛍光観察法を用いた上皮性異形成症の検出、第 67 回(公社) 日本口腔外科学会総

会・学術大会、2022 年 11 月 4 日～6 日、幕張メッセ・オンデマンド 
253. 森川泰紀、坂本輝雄、石井武展、西井康:先天性筋強直性ジストロフィーによる骨格性開咬症に対する矯

正治療単独での治療例 5 年フォローアップ、第 46 回日本口蓋裂学会総会・学術集会、2022.5.26-27, 鹿
児島市 

254. 安松啓子、永井由美子：マウスの舌後方に発現する脂肪酸受容体の機能解析、日本生理学会第 100 回記

念大会、2023 年 3 月 14- 16 日、京都 
255. 安松啓子：マウスの舌後方に発現する脂肪酸受容体の嗜好性への関与、第 64 回歯科基礎医学会学術大

会、2022 年 9 月 17-19 日、徳島大学 
256. 山崎雅恵、鈴木大貴、大金覚、高野正行、片倉朗、野村武史：早期舌癌の後発頸部リンパ節転移に対す

る Rac1異常発現の臨床的意義、第 46 回日本頭頸部癌学会、2022 年 6 月 18 日～19 日、奈良県コンベン

ションセンター・オンデマンド開催 
257. 山本雅絵, 成田真人, 高木多加志, 片倉朗：骨格性下顎後退症の患者における顎矯手術と術後安定性に関

する検討.第 32 回日本顎変形症学会 総会・学術大会 2022 年 6 月 9 日〜10 日 新潟市 ハイブリット

開催 
258. 山本雅絵、秋山友理恵、齋藤大幹、岩本昌士、成田真人、高木多加志、高野正行、野村武史、片倉朗：

骨格性下顎後退症の患者における顎矯正手術と術後安定性に関する検討、第 67 回(公社) 日本口腔外科

学会総会・学術大会、2022 年 11 月 4 日～6 日、幕張メッセ・オンデマンド 
259. 山本圭, 市原有美, 明石良彦, 中島啓, 國分克寿, 松坂賢一：口腔扁平苔癬と口腔上皮性異形成における

リンパ球の局在の検索. 第 32 回日本口腔内科学会・第 33 回日本臨床口腔病理学会・第 35 回日本口腔診

断学会合同学術大会, 2022 年 9 月 23 日～24 日, 札幌市 
260. 山本将仁、渡辺元次、関谷紗世、谷口修一朗、阿部伸一：“線維型 Enthesis”の包括的な理解. 110 回解剖

学会関東支部学術集会. 2022. 
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261. 山本悠太郎、渡辺元次、高木貴博、廣内英智、山本将仁、松永智、阿部伸一：コラゲナーゼ注入による

筋腱接合部の再生・形態変化と筋機能への影響、第 64 回歯科基礎医学会学術大会，2022 年 9 月 17〜19
日、徳島県徳島市 

262. 山本裕義, 片倉朗：当院における末梢三叉神経障害症例に対する神経修復術の予後について 第 25 回口

腔顔面神経機能学会総会・学術大会, 2023 年 3 月 4 日 オンデマンド開催 
263. 吉川幸輝，国分栄仁，北村友里恵，久永理央，山下慶子，齋藤淳，石原和幸：Porphyromonas gingivalis 

Hgp44 の付着ドメインが Treponema denticola とのバイオフィルム形成に与える影響，第 313 回東京歯科

大学学会例会, 2022 年 6 月 4 日（Web 開催），東京都千代田区，歯科学報 122:236, 2022. 
264. 吉田佳史、有川風雅、亀本滉樹、齋藤大幹、小松万純、平賀智豊、野村武史、松浦信幸：新型コロナウ

イルス感染症(COVID-19)流行下における歯学部学生を対象とした睡眠歯科医学オンライン実習、第 21
回日本睡眠歯科学会総会・学術集会、2022 年 11 月 18 日～20 日、万国津梁館 

265. 吉田奈央子、立木千、西井康：下顎第二大臼歯萌出障害の要因に関する検討、第 314 回東京歯科大学学

会、2022.10.15-16 
266. 四ツ谷護, 上川床俊彦, 大和田碧, 関根秀志：変形性顎関節症に対して FGP テクニックを用いて咬合回復

した症例, 日本顎関節学会 第 35 回学術学会 札幌 2022 年 7 月 2-3 日. 
267. 四ツ谷護, 大和田碧, 黒田祥太, 川崎貴裕, 露木悠, 酒井貴徳, 野本俊太郎, 久永竜一, 菊地香, 関根秀

志：3D プリント模型を用いた支台歯形成実習時の教育効果, 日本補綴歯科学会東京支部学術大会 千代

田区 2022 年 12 月 17 日. 
268. 四ツ谷護, 鈴木智美, 大塚景子, 梅原一浩, 石川曉美, 木村峻輔, 黒田祥太, 関根秀志：ジルコニア上部構

造製作時における顎運動解析の必要性について, 日本口腔インプラント学会 第 42 回東北・北海道支部

学術大会 弘前 2022 年 11 月 12 日-13 日.  
269. 四ツ谷護、小髙研人、大和田碧、黒田祥太、川崎貴裕、露木悠、酒井貴徳、野本俊太郎、久永竜一、関

根秀志：支台歯形成実習における 3D プリント模型のフィードバック教材としての活用、第 314 回東京

歯科大学学会・総会、2022.10.15、東京都 
270. 米澤英雄、国分栄仁、菊池有一郎、三戸部治郎、石原和幸：Streptococcus mutans ロイテリサイクリン産

生の発現メカニズムの解析、第 96 回日本細菌学会総会、2023.3.16-18,日本細菌学会雑誌 (0021-4930)78
巻 1号 Page130 (2023.02) 

271. 米山萌、小松万純、本田健太郎、平賀智豊、三邉正樹、鈴木大貴、森川貴迪、吉田佳史、齋藤寛一、酒

井克彦、山本雅絵、成田真人、中島純子、野村武史、松浦信幸：東京歯科大学市川総合病院歯科・口腔

外科における 5 年間の外来初診患者の臨床統計、第 314 回 東京歯科大学学会（総会）、2022 年 10 月 15
日・16 日、血脇ホール 

272. 竜正大、小林嵩史、柳澤光一郎、上田貴之：複製義歯を応用して積層造形法による総義歯製作を行った

一症例．日本補綴歯科学会第 131 回学術大会 2022 年 7 月 15-17 日，ハイブリッド開催 
273. 脇田一郎, 小山侑, 立澤孝太郎, 小谷地雅秀, 菅原圭亮, 笠原清弘, 高野正行, 片倉朗：Mixed Reality技術

を用いた上顎正中過剰埋伏歯抜歯術、第 76 回日本口腔科学会学術集会, 2022 年 4 月 21 日～4 月 23 日, 
オンライン開催, 抄録集 41ページ 

274. 脇田一郎、星野照秀、小山侑、小谷地雅秀、有泉高晴、小郷直之、加藤宏、西山明宏、大野啓介、吉田

秀児、渡邊章、菅原圭亮、笠原清弘、髙野正行、片倉朗：東京歯科大学水道橋病院口腔外科の初診患者

の現状調査、第 314 回東京歯科大学学会（総会）2022 年 10 月 15 日･16 日 千代田区 
275. 渡辺元次、山本将仁、山本悠太郎、関谷紗世、谷口修一朗、廣内英智、松永智、阿部伸一：腱損傷修復

時に発現する Sox9 の役割解明、第 128 回日本解剖学会総会・学術大会，2023 年 3 月 20 日、東北大学川

内北キャンパス，第 128 回日本解剖学会総会・全国学術集会講演抄録集 p215 
276. 渡邊奈和、齋藤大幹、吉田茂緒、平賀智豊、山本雅絵、野村武史：3D シュミレーションソフトを用いて

顎骨内に迷入した抜歯器具片を摘出した 1例、第 213 回（公社）日本口腔外科学会関東支部学術集会 

2022 年 5 月 21 日、CrossTransit航空会館・WEB 
277. 渡邉美貴、渡邊章、吉田秀児、成田真人、中野洋子、髙野正行、伊藤亜希、田中潤一：唇顎口蓋裂にお

ける鋤骨の解剖学的評価 骨形態および顔面形態の関係性について, 第 47 回日本口蓋裂学会, 2022.5.25-
26. ハイブリッド開催. 

 

２. 顎骨疾患プロジェクト共催セミナー 

１. 第 477 回大学院セミナー（2022 年 4月 14日 WEB 開催） 
【キャリアアップシリーズ】 
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演題：研究を楽しむ 
講師：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授 小守 壽文 先生 

２. 第 478 回大学院セミナー（2022 年 5月 31日 WEB 開催） 
演題：基礎―臨床のトランスレーショナルリサーチ ―免疫に魅せられてー 
講師：東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科分子免疫学分野 教授 
   東 みゆき 先生 

３. 第 479 回大学院セミナー（2022 年 6月 14日 WEB 開催） 
演題：超えていくための、プレゼンテーションスキル 
講師：WaShPresso COMPANY 代表  小川 修功 先生 

４. 第 480 回大学院セミナー（2022 年 7月 15日 WEB 開催） 
【若手サイエンスアカデミー企画】 
演題：RANKLの発見、その研究の現状と未来 
講師：オリエンタル酵母工業（株）バイオ事業本部・本部長付 保田 尚孝 先生 

５. 第 481 回大学院セミナー（2022 年 7月 27日 WEB 開催） 
【若手サイエンスアカデミー企画】 
演題：頭蓋骨の維持・再生を担う成体幹細胞（Adult Stem Cell）の同定と解析 
講師：Forsyth Institute, Assistant member of staff（Tenure Track, PI） 
   丸山 顕潤 先生 

６. 第 482 回大学院セミナー（2022 年 9月 16日 WEB 開催） 
演題：⻭を取り囲む細胞性ネットワークと周囲⾻基質から探るメカニカルストレス応答に    
ついて 
講師：岡⼭⼤学学術研究院医⻭薬学領域⻭科矯正学分野 教授 上岡 寛 先生 

７. SD（スタッフ・ディベロップメント）セミナー（2022 年 11月 1日開催） 
演題：「育児の共有」で豊かな社会に ～画期的な我が国の育児休業制度から考える～ 
講師：伊藤 瑞子 医師 

８. 第 484回大学院セミナー（2023 年 1月 26日 WEB 開催） 
演題：腸でおこる歯周病の発症と重症化の仕組み 
   〜病原体に応答する免疫細胞が腸内細菌の影響を受けて腸から歯肉へ〜 
講師：福岡歯科大学口腔歯学部感染生物学分野 教授 
   田中 芳彦 先生 

９. 第 485 回大学院セミナー（2023 年 2月 27日 WEB 開催） 
演題：長期海外出張報告 
講師：東京歯科大学  菅原 圭亮 准教授 

１０. 第 204回歯科医学教育セミナー（2023 年 3月 29日開催） 
演題：「聞かされる」から「聞きたい」へ－広告的講義術 
講師：WaShPresso COMPANY 代表  小川 修功 先生 

 
3. 若手サイセンスアカデミー参加者リスト 

 
4. TDC Journal Club（紹介論文リスト） 
【目的】様々な研究分野の論文紹介を通して世の中の研究の流れ、手法および論文のまとめ方を学

⽯井武展 ⻭科矯正学講座・准教授 間奈津⼦ ⽣化学講座・講師 川上真奈 ⼝腔病態外科学講座・診療助教 ⽥代憲太朗 保存修復学講座・⼤学院⽣
⼤野建州 ⼝腔科学研究センター・講師 明由理亜 ⼝腔腫瘍外科学講座・⼤学院⽣ 倉島⻯哉 ⽣理学講座・⼤学院⽣ 徳⼭彰秀 薬理学講座・⼤学院⽣
⼩野寺晶⼦ ⽣化学講座・講師 五⼗嵐章智 保存修復学講座・⼤学院⽣ 北村啓 組織・発⽣学講座・講師 ⼆宮禎 ⽇本⼤学⻭学部解剖学第1講座・准教授
菊池有⼀郎 微⽣物学講座・講師 ⽯川昂 法⻭学・法⼈類学講座・准教授 菊池布恵 組織・発⽣学講座・リサーチレジデント 橋本菜央 ⼝腔病態外科学講座・⼤学院⽣
櫻井敦朗 ⼩児⻭科学講座・講師 ⽯束叡 薬理学講座・助教 国分栄仁 微⽣物学講座・講師 半場秀典 保存修復学講座・講師
菅原圭亮 ⼝腔病態外科学講座・准教授 伊丹尚⼦ ⼝腔病態外科学講座・⼤学院⽣ ⼩⼭侑 ⼝腔病態外科学講座・助教 松浦信孝 ⻭科⿇酔学講座・⼤学院⽣
中村貴 ⽣化学講座・講師 伊藤慎⼀郎 薬理学講座・助教 佐々⽊穂⾼ ⼝腔インプラント学講座・准教授 三友啓介 保存修復学講座・助教
松永智 解剖学講座・准教授 今村健太郎 ⻭周病学講座・講師 佐藤涼⼀ 衛⽣学講座・講師 南亜莉沙 ⼝腔腫瘍外科学講座・⼤学院⽣

溝⼝利英︓連絡責任者 ⼝腔科学研究センター・教授 ⻩地健仁 ⽣理学講座・助教 重松正樹 ⼝腔インプラント学講座・⼤学院⽣ ⼭本将仁 解剖学講座・講師

⼤和⽥碧 クラウンブリッジ補綴学講座・⼤学院⽣ 設樂沙⽉ ⻭科矯正学講座・⼤学院⽣ ⼭本悠太郎 解剖学講座・⼤学院⽣

笠原正貴 薬理学講座・教授 岡弘貢 ⼝腔インプラント学講座・⼤学院⽣ 進正史 福岡⻭科⼤学細胞⽣物学分野・講師 四ツ⾕護 クラウンブリッジ補綴学講座・講師
⼩川雄⼤ 組織・発⽣学講座・助教 鈴⽊穗 ⻭内療法学講座・助教 渡辺元次 解剖学講座・⼤学院⽣
笠原典夫 組織・発⽣学講座・講師 千代侑⾹ ⻭科⿇酔学講座・⼤学院⽣ ＊所属・職名は2023年3⽉31⽇現在
笠原正彰 ⻭科理⼯学講座・講師 ⾼橋有希 薬理学講座・講師

監事︓1名

コアメンバー︓9名（五⼗⾳順） 参加メンバー︓40名（五⼗⾳順）
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ぶことを目的とする。専門もしくはそれ以外の研究領域の知識を広げて現状を把握することによ
り、論文および研究費申請書作成の向上に繋げる。 
・2022 年 4月 13日 WEB 開催  
論文題名：Damaged brain accelerates bone healing by releasing small extracellular vesicles that target 
osteoprogenitors 
（損傷した脳は、骨芽細胞前駆細胞を標的とした小型細胞外小胞を放出することにより骨折治癒
を促進する） 
掲載雑誌名：Nat Commun 12(1):6043, 2021 
論文紹介者：東京歯科大学 口腔科学研究センター 溝口利英 准教授 

・2022 年 4月 27日（WEB 開催）  
論文原題：Fibrin is a critical regulator of neutrophil effector function at the oral mucosal 
barrier 

（フィブリンは口腔粘膜における重要な好中球機能制御因子である） 
掲載雑誌名：Science 374(6575):eabl5450, 2021 
論文紹介者：東京歯科大学 口腔科学研究センター 大野建州 講師 

・2022 年 5月 11日（WEB 開催）  
論文題名：Identification of Dental Stem Cells Similar to Skeletal Stem Cells  
（骨格幹細胞に類似した歯科領域における幹細胞の同定） 
掲載雑誌名：J Dent Res 2022 DOI: 10.1177/00220345221084199 
論文紹介者：東京歯科大学 口腔インプラント学講座 岡弘貢 大学院 4年生 

・2022 年 5月 25日（WEB 開催）  
論文題名：Aged skeletal stem cells generate an inflammatory degenerative niche  
（老化した骨格幹細胞は炎症性変性ニッチを形成する） 
掲載雑誌名：Nature 597(7875):256-262, 2021 
論文紹介者：東京歯科大学 薬理学講座 伊藤慎一郎 助教 

・2022 年 6月 8日（WEB 開催）  
論文題名：Circular RNA circStag1 promotes bone regeneration by interacting with HuR 
（環状 RNAの circStag1 は、HuRと相互作用することにより骨の再生を促進する） 掲載雑誌
名：Bone Res. 31;10(1):32, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 薬理学講座 髙橋有希 講師 

・2022 年 6月 22日（WEB 開催）  
論文題名：Impact of antibiotics on off-target infant gut microbiota and resistance genes in cohort studies  

（乳児期の抗菌薬投与が腸内細菌叢や抗菌薬耐性遺伝子にもたらす影響） 
掲載雑誌名：Pediatr Res, 2022. doi: 10.1038/s41390-022-02104-w. 
論文紹介者：東京歯科大学 小児歯科学講座 櫻井敦朗 講師 

・2022 年 7月 6日（WEB 開催）  
論文題名：Mechanical feedback defines organizing centers to drive digit emergence  
（メカニカルフィードバックが指発生の形成中心を規定する） 
掲載雑誌名：Dev Cell. 11;57(7):854-866, 2022 
論文紹介者：福岡歯科大学 細胞生理学分野 進正史 講師 

・2022 年 7月 20日（WEB 開催）  
論文題名：Engineering immunomodulatory and osteoinductive implant surfacesvia mussel adhesion-
mediated ion coordination and molecular clicking  
イガイ接着タンパク質を介したイオン配位と生体直行型反応による免疫・骨伝導性インプラント
表面の創成 
掲載雑誌名：Nat Commun 13(1):160, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 口腔インプラント学講座 重松正樹 大学院 4年生 

・2022 年 8月 3日（WEB 開催）  
論文題名：Primary cilia as the nexus of biophysical and hedgehog signaling at the tendon enthesis  
（エンテーシスの Primary cilia が起点となる機械的負荷とヘッジホッグシグナルのつながり） 
掲載雑誌名：Sci. Adv 6(44):eabc1799, 2020 
論文紹介者：東京歯科大学 解剖学講座 山本将仁 講師 

・2022 年 8月 24日（WEB 開催）  
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論文題名：The collagen-binding protein of Streptococcus mutans is involved in haemorrhagic stroke  
（Streptococcus mutans のコラーゲン結合タンパク質は出血性脳卒中に関与する） 
掲載雑誌名：Nat Commun 27(2):485, 2011 
論文紹介者：東京歯科大学 組織・発生学講座 小川雄大 助教 

・2022 年 9月 7日（WEB 開催）  
論文題名：Arid1a-Plagl1-Hh signaling is indispensable for differentiation-associated cell cycle arrest of 
tooth root progenitors  

（細胞周期停止により誘発される歯根形成前駆細胞の分化には、Arid1a-Plagl1-Hhシグナルの活
性化が必要である） 
掲載雑誌名：Cell Rep. 6;35(1): 2021 
論文紹介者：東京歯科大学 薬理学講座 徳山彰秀 大学院 3 年生 

・2022 年 9月 21日（WEB 開催）  
論文題名：Bone marrow imaging reveals the migration dynamics of neonatal hematopoietic stem cells  

（生体内イメージングによる新生児造血幹細胞が AGM 領域→骨髄内に移動する仕組み解明） 
掲載雑誌名：Commun Biol 5(1):776, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 解剖学講座 松永智 准教授 

・2022 年 10月 5日（WEB 開催）  
論文題名：Mesoderm-derived PDGFRA+ cells regulate the emergence of hematopoietic stem cells in the 
dorsal aorta  

（中胚葉由来の PDGFRA +細胞は背側大動脈で造血幹細胞の発生を調節する） 
掲載雑誌名：Nat Cell Biol 4(8):1211-1225, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 生理学講座 黄地健仁 助教 

・2022 年 10月 19日（WEB 開催）  
論文題名：Modulation of fracture healing by the transient accumulation of senescent cells  
老化細胞の蓄積による骨折治癒への影響 
掲載雑誌名：eLife 10:e69958, 2021 
論文紹介者：東京歯科大学 薬理学講座 伊藤慎一郎 助教 

・2022 年 11月 2日（WEB 開催）  
論文題名：Single-cell analysis identifies a key role for Hhip in murine coronal suture development  
シングルセル解析により、マウス冠状縫合の形成に Hhip が重要な役割を果たすことが明らかに
なった 
掲載雑誌名：Nat Commun 8;12(1):7132, 2021 
論文紹介者：東京歯科大学 歯科矯正学講座 石井武展 准教授 

・2022 年 11月 16日（WEB 開催）  
論文題名：Bone marrow and periosteal skeletal stem/progenitor cells make distinct contributions to bone 
maintenance and repair  
（骨髄および骨膜に存在する骨格幹/前駆細胞は、骨の維持と修復にそれぞれ異なる経路で貢献
する） 
掲載雑誌名：Cell Stem Cell 29(11):1547, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 口腔科学研究センター 溝口利英 教授 

・2022 年 11月 30日（WEB 開催）  
論文題名：Macrophages in epididymal adipose tissue secrete osteopontin to regulate bone homeostasis  
（精巣上体脂肪組織のマクロファージはオステオポンチンを分泌して骨の恒常性を調節する） 
掲載雑誌名：Nat Commun 13(1):427, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 歯科麻酔学講座 松浦信孝 大学院 3 年生 

・2022 年 12月 14日（WEB 開催）  
論文題名：Commensal oral microbiota induces osteoimmunomodulatory effects separate from systemic 
microbiome in mice  
（口腔内常在細菌叢は骨免疫応答を増強する） 
掲載雑誌名：JCI Insight 7(4):e140738, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 口腔科学研究センター 大野建州 講師 

・2023 年 1月 11日（WEB 開催）  
論文題名：Estrogen enforces the integrity of blood vessels in the bone during pregnancy and menopause  
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妊娠および閉経期におけるエストロゲンが骨の血管恒常性を制御する 
掲載雑誌名：Nat Cardiovasc Res 918, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 保存修復学講座 五十嵐章智 大学院 2 年生 

・2023 年 1月 25日（WEB 開催）  
論文題名：Improved Enamel Acid Resistance Using Biocompatible Nano-Hydroxyapatite Coating 
Method  
（卵殻由来バイオアパタイトと高濃度フッ化物歯面塗布の併用はエナメル質の耐酸性を高める） 
掲載雑誌名：Materials 15(20), 7171, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 衛生学講座 佐藤涼一 講師 

・2023 年 2月 8日（WEB 開催）  
論文題名：Suppression of heterotopic ossification in fibrodysplasia ossificans progressiva using AAV 
gene delivery  
（アデノ随伴ウイルス（AAV）遺伝子導入を用いた進行性骨化性線維異形成症の異所性骨化抑
制） 
掲載雑誌名：Nat Commun. 13(1):6175, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 薬理学講座 髙橋有希 講師 

・2023 年 2月 22日（WEB 開催）  
論文題名：Defining the spatial-molecular map of fibrotic tendon healing and the drivers of Scleraxis-
lineage cell fate and function  
（腱再生における空間的な分子マップと Scleraxis系統細胞の運命と機能） 
掲載雑誌名：Cell Rep, 41(8):111706, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 解剖学講座 山本将仁 講師 

・2023 年 3月 8日（WEB 開催）  
論文題名：Cellular shape reinforces niche to stem cell signaling in the small intestine  
小腸において細胞形態が幹細胞ニッチに重要である 
掲載雑誌名：Sci Adv 14;8(41):eabm1847, 2022 
論文紹介者：福岡歯科大学 細胞生理学分野 進正史 講師 

・2023 年 3月 22日（WEB 開催）  
論文題名：Expansion of the osteocytic lacunar-canalicular system involved in pharmacological action of 
PTH revealed by AI-driven fluorescence morphometry in female rabbits  

（AIを駆使した蛍光骨形態計測による骨小腔－骨細管拡大の新しい定量評価法の確立 ～メスウ
サギに PTHを間欠投与した際に骨細胞性骨融解が起きている可能性について～） 
掲載雑誌名：Sci Rep, 12:16799, 2022 
論文紹介者：東京歯科大学 解剖学講座 松永智 准教授 
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